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大
髙
議
員

今
年
は
全
国
的
に
ク
マ
の
人
里

出
没
が
過
去
に
な
い
規
模
で
発
生

し
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
当
町
で
も
対
策
を
講
じ
て

い
る
が
、
さ
ら
な
る
強
化
が
必
要

と
考
え
る
。
そ
こ
で
伺
う
。

①
ド
ロ
ー
ン
や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

探
知
・
侵
入
防
止
シ
ス
テ
ム
の

導
入
、
併
せ
て
観
光
地
・
十
二

湖
で
の
対
策
強
化
に
つ
い
て
町

の
考
え
は
ど
う
か
。

②
町
内
を
7
～
9
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
、
麻
酔
銃
や
猟
銃
を
扱
え
る

人
員
を
配
置
す
る
体
制
整
備
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

③
放
任
果
樹
に
つ
い
て
、
運
用
基

準
の
整
備
に
加
え
、
伐
採
支
援

や
財
政
措
置
な
ど
制
度
強
化
が

必
要
で
は
な
い
か
。

④
捕
獲
補
助
金
を
ク
マ
、
イ
ノ
シ

シ
、
シ
カ
に
も
拡
大
し
、
ハ
ン

タ
ー
育
成
・
支
援
制
度
の
構
築

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

⑤
捕
獲
し
た
ク
マ
の
資
源
活
用
の

観
点
か
ら
、
西
目
屋
村
な
ど
先

進
地
を
職
員
が
視
察
す
る
考
え

は
な
い
か
。

問

　

副
町
長

①
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
つ
い
て
は
、

先
進
的
で
安
全
な
追
い
払
い
手

段
と
し
て
期
待
し
て
お
り
、
他

自
治
体
の
事
例
も
承
知
し
て
い

る
。
し
か
し
、
飛
行
時
間
が
20

～
30
分
と
短
く
充
電
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
、
飛
行
ご
と
に
国

へ
の
届
出
が
必
要
で
即
応
性
に

欠
け
る
こ
と
、
複
数
箇
所
同
時

出
没
に
は
複
数
台
整
備
と
高
額

な
維
持
費
が
必
要
な
こ
と
、
強

風
時
に
使
用
で
き
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
現
時
点
で
の
導
入
効

果
は
高
く
な
い
と
判
断
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
当
面
は
花
火
に

よ
る
威
嚇
が
最
も
機
動
的
で
現

実
的
な
初
期
対
応
で
あ
り
、
被

害
未
然
防
止
の
考
え
方
は
町
と

し
て
も
共
有
し
て
い
る
。
先
進

技
術
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
討

を
継
続
す
る
。

　
　

十
二
湖
周
辺
は
県
指
定
の
鳥

獣
保
護
区
で
あ
り
、
予
防
的
捕

獲
は
法
的
に
極
め
て
困
難
で
あ

る
。
出
没
時
は
追
い
払
い
を
行

う
が
、
常
態
化
す
る
場
合
は
観

光
客
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と

し
、
遊
歩
道
封
鎖
や
入
山
規
制

答

が
現
行
法
上
最
も
現
実
的
な
対

応
と
考
え
て
い
る
。

②
麻
酔
銃
に
使
用
す
る
薬
剤
は
免

許
保
有
者
で
な
け
れ
ば
扱
え
ず
、

県
内
で
も
取
扱
者
は
極
め
て
少

な
い
。
津
軽
地
域
に
は
不
在
で

あ
り
、
県
で
も
課
題
と
し
て
議

論
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町

と
し
て
は
県
の
対
策
具
体
化
を

踏
ま
え
連
携
す
る
。
現
在
は
会

計
年
度
任
用
職
員
4
名
が
2
班

体
制
で
常
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

っ
て
お
り
、
来
年
度
に
向
け
体

制
見
直
し
を
検
討
す
る
。

③
放
任
果
樹
は
町
が
希
望
者
を
募

り
一
括
伐
採
を
実
施
し
、
空
き

家
果
樹
も
所
有
者
同
意
の
上
で

対
応
し
て
い
る
。
現
時
点
で
補

助
金
制
度
は
考
え
て
い
な
い
が
、

計
画
的
伐
採
と
広
報
を
継
続
す

る
。

④
ク
マ
に
つ
い
て
は
来
年
度
か
ら

捕
獲
報
償
金
の
交
付
を
検
討
す

る
。
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

は
調
査
を
行
い
猟
友
会
と
検
討

を
進
め
る
。
免
許
取
得
費
等
の

補
助
は
継
続
し
、
新
た
に
2
名

の
狩
猟
者
が
誕
生
し
て
い
る
。

⑤
西
目
屋
村
な
ど
先
進
地
の
視
察

問
答

ドローンやAIを活用した探知・
侵入防止システムの導入を

クマ出没に対する対策

即応性や運用面の課題が多く、現時
点での導入効果は高くないと判断

大
おおたか

髙　恒
つねぞう

藏議員
質問者の動画が
視聴できます。

わが町のここが聞きたい
つぶやきつぶやき

８年度が当初予算か？
「しっかり」と自尻叩

きながら。
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研
修
を
進
め
る
よ
う
、
農
林
水

産
課
に
指
示
す
る
。

『「
お
試
し
移
住
者
」住
宅
を

取
得
し
、令
和
８
年
度
に
国

事
業
を
活
用
し
改
修
予
定
』

　

大
髙
議
員

都
市
部
と
地
方
を
行
き
来
す
る

二
地
域
居
住
は
広
が
り
つ
つ
あ
り
、

自
然
や
文
化
、
地
域
行
事
に
触
れ

た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
動
き
を
踏
ま
え

る
と
、
当
町
の
自
然
や
文
化
・
伝

統
行
事
は
大
き
な
魅
力
で
あ
り
、

積
極
的
な
情
報
発
信
と
受
入
体
制

の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
こ

で
伺
う
。

①
季
節
移
住
や
お
試
し
移
住
に
加

え
、
二
地
域
居
住
を
促
進
す
る

た
め
、
短
期
・
中
期
滞
在
者
や

二
地
域
居
住
者
を
受
け
入
れ
る

制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

短
期
滞
在
の
受
け
入
れ
事
業

短
期
・
中
期
滞
在
者
や

二
地
域
住
居
者
を
受
け

入
れ
る
制
度
を
創
設
し

て
は

問

空
き
家
・
借
家
情
報
の
整
備
や

住
宅
支
援
、
家
賃
補
助
、
交
通

費
助
成
な
ど
の
支
援
策
も
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
夏
休
み
や
春
休
み
を
活
用
し
た

１
週
間
～
10
日
程
度
の
短
期
滞

在
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
愛

着
形
成
や
関
係
人
口
の
拡
大
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。
併
せ
て
、

利
用
が
少
な
い
集
会
所
な
ど
公

共
施
設
の
活
用
に
つ
い
て
町
の

考
え
を
伺
う
。

　

副
町
長

町
で
は
令
和
8
年
度
後
期
か
ら

短
期
滞
在
者
の
受
入
れ
事
業
に
着

手
す
る
た
め
、
「
お
試
し
移
住

者
」
用
住
宅
の
取
得
予
算
を
9
月

議
会
で
議
決
い
た
だ
い
た
。
住
宅

は
既
に
取
得
済
み
だ
が
、
一
部
改

修
が
必
要
な
た
め
、
令
和
8
年
度

に
国
の
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事

業
を
活
用
し
て
改
修
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

お
試
し
住
宅
制
度
は
、
短
期
間

で
も
実
際
に
当
町
で
生
活
し
て
も

ら
い
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
交

通
な
ど
日
常
を
体
感
し
て
移
住
判

断
の
材
料
と
し
、
不
安
を
軽
減
す

答

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
議
員
提
案
の
集
会
施
設

を
滞
在
拠
点
と
す
る
こ
と
は
想
定

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
関
係
人
口

拡
大
に
つ
な
が
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

検
討
す
る
が
、
過
度
な
お
も
て
な

し
は
生
活
実
態
と
乖
離
す
る
た
め

慎
重
に
考
え
る
。

さ
ら
に
、
移
住
対
策
と
子
育
て

支
援
を
兼
ね
て
、
令
和
8
年
度
中

に
家
族
が
1
〜
2
週
間
、
当
町
の

保
育
園
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
な
が

ら
暮
ら
し
を
体
験
す
る
「
保
育
園

留
学
」
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
総
合
的
に
進

め
、
移
住
・
定
住
対
策
を
強
化
し

て
い
く
。

『
県
の
方
針
は
評
価
す
る
が
、

詳
細
は
未
定
　
県
と
連
携
し

動
向
を
注
視
』

　

大
髙
議
員

　

当
町
の
海
岸
漂
着
物
問
題
は
こ

れ
ま
で
も
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、

観
光
面
・
漁
業
面
へ
の
影
響
を
考

え
る
と
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
そ
う
し
た
中
、
10
月
16
日
の

報
道
で
は
、
宮
下
県
知
事
が
大
規

模
災
害
時
に
海
岸
へ
流
れ
着
く
大

量
の
漂
着
物
に
つ
い
て
、
県
が
一

元
的
に
処
理
す
る
方
針
を
示
し
た
。

こ
の
方
針
が
当
町
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
伺
う
。

①
当
町
の
海
岸
に
は
流
木
や
人
工

物
な
ど
多
く
の
漂
着
物
が
あ
る

が
、
県
が
災
害
由
来
の
漂
着
物

を
一
元
的
に
処
理
す
る
方
針
に

よ
っ
て
、
課
題
解
決
に
ど
の
程

度
つ
な
が
る
と
考
え
る
か
。
今

後
ど
の
よ
う
な
処
理
体
制
が
見

通
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

海
岸
漂
着
物
へ
の
対
応

県
の
一
元
処
理
方
針
に

よ
る
今
後
の
処
理
体
制

の
見
通
し
は

問

わが町のここが聞きたい

②
海
岸
漂
着
物
の
う
ち
、
ど
こ
ま

で
を
「
災
害
に
起
因
す
る
漂
着

物
」
と
判
断
す
る
の
か
。
そ
の

基
準
を
町
と
し
て
ど
う
認
識
し
、

県
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

　

副
町
長

　

①
②
災
害
由
来
の
漂
着
物
を
県

が
一
元
的
に
対
応
す
る
方
針
を
示

し
た
こ
と
は
、
当
町
と
し
て
も
大

変
喜
ば
し
い
。
一
方
で
、
対
象
と

な
る
災
害
の
規
模
、
想
定
さ
れ
る

体
制
、
流
木
な
ど
を
ど
こ
ま
で
災

害
起
因
と
判
断
す
る
の
か
に
つ
い

て
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在

詳
細
を
検
討
中
で
、
現
時
点
で
は

具
体
的
な
内
容
は
決
ま
っ
て
い
な

い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　

今
後
は
県
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
連
携
を
深
め
、
協
力
体
制
を
整

え
て
い
く
。
こ
の
方
針
に
よ
り
、

当
町
の
課
題
で
あ
る
海
岸
漂
着
物

問
題
が
前
進
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

答


